
 

■ 自動車工学関連講座（新人・若手社員向け Webセミナー） 

第４回「製造現場の品質管理」（会員限定）  

次世代自動車センター浜松では、昨年度に引き続き、会員企業の皆様のアンケートにお応え

し、新人・若手社員の充分な教育ができずにお悩みの会員企業の皆様のお役にたてるよう、新

人・若手社員の皆様に必要な自動車部品の製造に関する基本的なスキルを身につけていただく

ため、自動車工学関連講座新人・若手社員向け Webセミナーとして、「自動車部品の製造工場

における安全教育」、「製造現場での５Ｓ」、「自動車の構造と製造工程」、「製造現場の品

質管理」の４回連続講座を開催しています。 

今回は、その第４回「製造現場の品質管理」として、当センターの松浦技術コーディネータ

ーが講師となって、自動車関連部品の製造工程での品質管理方法について事例をまじえて解説

する Webセミナーを 開催しました。 

 

■日 時 ： ２０２５年７月２３日（水）13時 30分～15時 

■場 所 ： Ｗｅｂ形式 

■参加者 ： ４５社／１４６名 
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【参加者の声】 

 

・良い品質が顧客の要求により、異なる場合があることが参考になった。生産準備を進めて

いく中で、改善や対策等があれば取り込んでいきたいと思った。 

・ＱＣ工程表がこんなにも事細かく記載しなければならないことを初めて知った。この工程

を経ているからこそ、安全な製品が作られ、世に出回っているのだと感じた。チェック項

目が多く、これをすべてクリアするための労力を考えると、ヒューマンエラーの減少の意

図も込めて、製造業の方々が自動化を進めたい意向も納得した。 

・作業標準書の作成を行うことがあるため、作業標準書の作成方法の内容が参考になった。 

・作業の教育訓練を４段階法で行うことについて大変参考になった。 

・弊社に足りていない部分が浮き彫りになった。特に教育訓練が足りておらず、自分から積

極的に学びにいかないと仕事が身につかないという環境になってしまっている。まずは各

作業者の「スキル表」を作成し、「誰が・何を・どこまで」行えるのかということを可視

化できるようにしていきたい。 

・品質管理における教育についても準備段階で覚えたいという気持ちにさせるということが

ポイント。何においても必要だと感じた上で訓練を受けるのとそうでないのとでは身の入

り方が変わると納得できる内容だった。 

・５Ｓのできている工場は、労災が少ない、品質が良い、生産性が高いといわれているのを

改めて知ったので、工場で働くうえで５Ｓはしっかりやっていきたいと思った。 

・５Ｓの重要性を再確認することができた。目の前の整理整頓だけでなく、作業のムダや異

常の“見える化”に直結することを学ぶことができた。５Ｓを「習慣」にするために、ま

ず自分から行動を変えていきたい。 

・５Ｓは基本的なことだが、その基本的なことが安全・品質・生産性の全てにかかわる大切

さを知ることができた。４Ｍ変化点、３Ｈがある時は不良品も出やすいので、正しい教育

訓練（４段階法）を行うことが大切と知ることができてよかった。 

・品質管理の考え方や基本原則と３要素など、品質管理の重要な基礎を知ることができて、

とても参考になった。 

・４Ｍを管理することの重要性と管理方法について学ぶことができた。製造現場での移り変

わりの多い要素であり、環境の構築に影響を与える重要な構成要因だと感じた。今後の製

造現場のルールの徹底を行い、品質向上に貢献していきたいと思った。 

・製造現場での５Ｓや４Ｍなど品質を維持するために管理するべき項目を知り、不良を出さ

ず、流さないためには製造現場だけでなく、設計などの上流工程から納品までの流れ全体

で品質維持、向上を意識する必要があり、これから設計を行う上でとても参考になった。 

・品質検査場に限度見本を設置し良否判定するが、人によってバラつかないよう教育訓練を

行い、判定レベルを維持することは、不良品の流出防止だけでなく良品の廃却防止にもな

る。この品質検査場に限らずあらゆる作業に教育訓練は大変重要なことと思った。 

・ポカヨケや４Ｍ、ＱＣ手法など 1つずつ例に挙げていたので参考になった。 

・品質問題への対策として、さまざまなＱＣ法を知ることができた。現場の作業内容を定め

るとき、重要視する点について理解できた。 

・不良を発生・流出させないために５Ｓや４Ｍが必要なことと、作業者は作業標準通りに実

施し、やり方を勝手に変えないことでミスを減らせるということが参考になった。 

・品質検証は検査・測定で後工程に不良を流さないこと、検査・測定結果から工程が安定し

ているか工程内で異常が発生していないかを察知すること、ヒストグラム・管理図・工程

能力指数・推定不良率から品質状況を判断できることなど参考になった。 

・作業手順書をよく守らないと不良につながること、ロット管理はしっかりしないと不良が

出たときに大変になることが参考になった。 


